
■夏コミ持ち物リスト■

　　
□配置表
□サークルチェック表
□買い物用お金
□交通費・予備費
□タオル２本以上
□ハンカチ
□ポケットティッシュ
□ウェットティッシュ
□常備薬・救急キット
□身分証明書類
□筆記用具
□時計
□水・飲料
□非常食
□バンダナ・小風呂敷
□ゴミ袋・コンビニ袋
□テレホンカード・小銭
□予備バッグ
（トートバッグなど）
□予備の着替え類
□携帯電話
□携帯電話の予備バッテリー
□喫煙者は携帯灰皿

・綿の衣服は汗がなかなか乾かない。着
替えを用意するか、ポリエステル系の速
乾性の服を着ていこう。

・買物用のお金と、交通費などの必要経
費は別のお財布に分けて持っていくと良
い。会場内では、必要経費の財布は落と

さないようしっかりしまっておこう。

・特に未成年の参加者は、必ず家に連絡
を入れよう。帰宅時間は厳守！

・携帯電話が通じなくても大丈夫なよう
に、待ち合わせなどは事前によく相談し
ておこう。

・携帯が発信できない場合でも、公衆電
話から携帯にはかかる場合が多い。１枚
はテレホンカードの用意を。

・かかりにくい状況で何度も電話をかけ
たり切ったりすると、バッテリーの消耗
が激しくなるので、予備電池は用意して
おこう。

□折畳傘、携帯カッパ
□帽子・サングラスなど
□日焼け止め

□折畳イス・敷物
□大き目のタオル、バンダナなど
□凍らせたペットボトルなどの飲料
□朝食

・携帯扇風機を持っていく場合は、水を入
れたスプレーボトルも一緒に持って行こう。
　しゅっと一吹きすれば蒸散作用で涼しさ
倍増！

・とは言え行列内で喫煙やスプレーの使用
はマナー違反。周囲の人に一声かけて、列
から抜けて風下で。

・日傘は、周囲の人に怪我をさせないよう、
十分注意！歩き出したら畳もう。

・ゴミの置去りは絶対にダメ！　立ち上が
る時は自分のものでなくても周囲のゴミは
拾おう。

・周囲に気分が悪そうな人がいたら、すぐ
にスタッフに連絡しよう。

□完成したコスチューム
□針と糸、接着剤などの補修道具
□細いヒモか太めの輪ゴム
□荷造りベルトなど
□折り畳みできるバッグ
□メイクキット、ブラシ、クシなど
の身だしなみ道具
□タオル、大判ハンカチ、汗拭きウ
エットティッシュなど
□制汗スプレーなど
□メモ帳とペンなどの記録用品
□コスチュームの時に貴重品を入れ
ておくポシェットやポーチ
□カメラ

・脱いだ服は畳んでくるくる丸め、
ヒモや輪ゴムで止めてコンパクトに。

・万一を考え、着替えを入れるバッ
グの口は簡単に開かないよう鍵をつ
けておこう。

・撮影をお願いされたら、極力相手
の連絡先を控えておこう。

・取材の場合は腕章をしているか確
認、相手の名刺を必ずもらおう。
　腕章無しの『自称取材』はスタッ
フに即通報！

□サークル通行証（１人１枚）
□参加登録カード（記入・捺印）
□サークル駐車券
（事前に申込が必要）
□見本誌票
□値札
□電卓
□印刷会社連絡先
□メンバー連絡先
□Ｓ字フック（机に袋やカバンを
ぶら下げるため）
□販売記録ノート、小さなスケッ
チブック
□売上入れ箱・袋
□荷造りヒモなどの切って使える
ヒモ６ｍほど
□マジック・筆記用具・カッター
やハサミ
□ガムテープ・ビニール（絶縁）テ
ープ
□ごみ袋･コンビニ袋
□ゴム引き付軍手
□テーブルクロス・敷布
□両面テープ又は画鋲
□スペースNo表示ボード
□印刷会社連絡先
□軽食、おやつ、飲み物
□台車、キャリアーなど
□雑巾１枚
□釣り銭（元の金額は必ず記録し
ておく）

・特に個人サークルはお隣との助け合
いが必須！お互いに気持ち良く過ごせ
るようにしよう。

・背後にあまり荷物を積み上げたり、
散らかしたりしないこと。背後スペー
スは通路でもあります。

・スペースの前に人が増えたら、隣の
スペースの前にはみ出さないよう、き
ちんと注意しよう。

・大声を上げての呼び込みは、周囲の
状況を良く見て行わないと、顰蹙を買
ってしまうかも。

・駐車場を確保した場合、その駐車位
置、車のナンバー、車種、色などは、
緊急に備えてメンバー全員が分かるよ
うにしておこう。

・飲み物、軽食類は多少多めに。ただ
し、時間が経つと傷むものは避けよう。
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